
第２０回群馬ＮＳＴ研究会プログラム 

  2013年11月30日（土）14:00～（受付 13:00開始） ベイシア文化ホール（群馬県民会館）大ホール 

                                群馬県前橋市日吉町一丁目10番1号  TEL 027(232)1111 

 

■話題提供■     （14:00～14:05） 「最新の輸液・栄養製品の話題」    テルモ株式会社     

■開会挨拶■     （14:05～14:10）第20回当番世話人  

                                                             国立病院機構高崎総合医療センター 消化器病センター  長沼 篤 先生 
 

■一般演題 口演■（14:10～15:00）座長：国立病院機構高崎総合医療センター 管理栄養士  小川 祐介 先生        
１.「高齢者ＰＥＧ造設症例の血清微量元素について」                               藤岡市国民健康保険鬼石病院 医師  工藤 通明 先生    

２.「脳卒中患者の栄養状態、ＡＤＬ、筋力の関係性 」                   脳血管研究所 美原記念病院 理学療法士  吉田 拓 先生 

３.「看護師と言語聴覚士が食事介助方法の統一を図り、誤嚥予防対策に努めた事例」 

                                         社会保険群馬中央総合病院 看護師  須田 偉士 先生   
４.「沼田利根２次医療圏における胃瘻地域連携パスの稼働報告」                     利根中央病院 医師  郡 隆之 先生 
５.「Clostridium difficile関連下痢症にYHフローレ®を投与して ～遷延する下痢症状の改善～」  
                                       桐生厚生総合病院 看護師  石川 弥生 先生 
                            

■要望演題 口演■（15:10～15:50）座長：藤岡市国民健康保険鬼石病院 外科  工藤 通明 先生                                         
                                                              テーマ 「終末期の栄養管理 ～あなたはどうしますか？～」  
１.「当院における終末期患者に対する栄養療法の現状」                                          原町赤十字病院 看護師  飯塚 みゆき 先生                 
２.「緩和医療における栄養管理の目的とは？ ～かんわ支援チーム専従看護師の立場から～」 

                                      前橋赤十字病院 看護師  北爪 ひかり 先生   
３.「意思決定のできない認知症患者に対する、栄養療法の方針決定プロセスについて  

                 ～緩和ケアチームに介入を依頼する当院の方式～」  公立富岡総合病院 医師  尾形 敏郎 先生 

４.「地域で支える『私のリビングウィル』」                               国立病院機構高崎総合医療センター 医師  田中 俊行 先生             

 

■講演・シンポジウム■（16:00～18:00） 

  司会： 国立病院機構高崎総合医療センター 消化器病センター   長沼 篤  先生 

                                 小川 哲史 先生 

          

      講演Ⅰ『ＰＥＧの適応と限界』 

              国際医療福祉大学病院 外科教授・副院長    鈴木 裕     先生 

  講演Ⅱ『終末期に強制栄養を行うか否か』 

              東京都保健医療公社大久保病院 外科部長    丸山 道生 先生 

  講演Ⅲ『ＰＥＧは栄養を与えるひとつの手段である ～褥瘡治療目的のＰＥＧ～』 

       医療法人三和会 東鷲宮病院 循環器・血管外科 副院長 

                                                                              褥瘡・創傷ケアセンター     水原 章浩 先生 

  講演Ⅳ『患者参加型チーム医療から見た終末期の栄養管理』 

                     医療法人財団松圓会 東葛クリニック病院    副院長     秋山 和宏 先生  

   

     シンポジウム テーマ 『終末期の栄養管理  ～先生はどうしますか？～』     
 

■閉会挨拶■（18:00～18:05） 

       第21回当番世話人 藤岡市国民健康保険鬼石病院 外科  工藤 通明 先生 
 

■共催■ ： 群馬ＮＳＴ研究会 株式会社大塚製薬工場 大塚製薬株式会社 イーエヌ大塚製薬株式会社 テルモ株式会社 

■後援■ ： 群馬県医師会  群馬県歯科医師会  群馬県看護協会  群馬県栄養士会  群馬県病院薬剤師会  

■単位■ ： 日本医師会生涯教育講座４単位（カリキュラムコード：10 チーム医療  /  13 地域医療/ 19 身体機能の低下 

             21 食欲不振 / 47 誤嚥 / 49 嚥下困難 / 73 慢性疾患・複合疾患の管理 / 81 終末期のケア）    
       日本病院薬剤師会生涯研修認定２単位   

 

当研究会は日本静脈経腸栄養学会認定資格栄養サポートチーム専門療法士認定の研究会にあたり、参加により 

５単位取得できます。なお、当日参加費として、1,000円申し受けます。 
                    ご参加頂いた確認のため、ご施設名、ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。尚、ご記帳頂きました個人情報は、 

        本講演会のご出席者の確認及び次回のご案内の為に関係者のみで使用し、その他の第三者に提供することはありません。 

        また、適切に管理し、使用目的達成後に速やかに廃棄いたします。何卒、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 連絡先: テルモ㈱高崎オフィス 田畑 実 TEL 080-1005-7923       群馬県高崎市問屋町3-10 高崎問屋町センター第2ビル310  

 
            



市営パーク城東駐車場 


